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視点 (768) Ｉ Ｓaw Ａll Ａmerica（その83）!! 
 

－アバクロンビ＆フィッチの特性②－ 
（私の視点（767）より続く） 

 
 

②カレッジに特化し、カスタマイズ化した専門店 

アバクログループは、従来の規制化されたカレッジ・ファッションから脱皮したアンチテーゼ（反発）型のファッ

ションであり、学生にとって斬新なライフスタイルを提案（こんなファッションがあったのか!!）した専門店です。

しかし、ターゲットはアバクロンビ＆フィッチが大学生、ホリスター・カンパニーが高校生、アバクロンビが中学生

であり、著しく狭い客層を対象としています（ノードストロムの客層の幅の広さと比較して、著しく狭いエイジ戦略

です）。ある意味ではフォーエバー21（永遠に21歳でいたいという、21歳を基軸とした女性専門店）に似ていますが、

フォーエバー21 は 21 歳を基軸とした幅広いヤング及びヤングマインドを対象とした専門店であり、アバクログルー

プより幅広い客層を対象としています。もちろん、アバクロンビ＆フィッチも、大学生のみならずヤング層まで幅広

く対応していますが、コンセプトが明確なため客層の幅は限られています。 

このように、アバクログループは客層が狭いため、カスタマイズ化（学生の趣好に特化した、あなた好みの店づく

り）された専門店業態でもあります。このライフスタイル・コンセプトの明確さによるニッチマーケット化を、カス

タマイズ化の深化（マーケットの掘り起こし）によって補っており、圧倒的に学生に人気のある専門店業態には間違

いありません。 

蛇足ながら、大人のファッション業態であるルールの業績が良くないのは、アバクロンビ＆フィッチの感性は必ず

しも、一般ヤング及びキャリアのヤングマインドターゲットには適合しないと同時に、競争相手が多く感性的な独占

マーケットが形成されないためと思われます。 

③プライス的にはワンランク上の専門店 

今、多くの中間プライスゾーンの商品ニーズが減少し、上へ「１」、下へ「２」の割合で移行しています。アバクロ

ンビ（中学生対象）とホリスター（高校生対象）は、プライスゾーンは15＄から30＄ですが、アバクロンビ＆フィッ

チ（大学生対象）は20～30＄から50～60＄まであり、やや高めのプライス設定をしています。学生達にとって、斬新

な雰囲気の場づくり（空間づくり）とトレンド性の高い商品の中で、学生版のアフォーダブル・ラグジュアリー（ち

ょっと贅沢したい商品）としての位置づけにあり、その結果、売場効率と収益性の高い専門店業態が確立しています。 

④流通のエアポケットのビジネス化と棲み分け分野の新一番店商法を導入した専門店 

アバクログループは、従来のカレッジ・ファッションから脱皮した新しい分野を開拓した専門店です。正に、学生

としてのアンチテーゼの分野のエアポケット（空白エリア）をファッションビジネスとして確立しました。ちょうど、

ビクトリア・シークレットがアメリカ女性の寝間着や下着感覚のランジェリー・ファンデーション業界の中で、ヨー

ロッパ女性のようなセクシー＆エレガント感覚のランジェリー・ファンデーション分野をエアポケット理論に基づい

て開発したのと同じ概念です。 

エアポケット理論で新しい分野を開発しても、敵の参入を許したのでは独占マーケットが形成できません。アバク

ロンビ＆フィッチ社は、同じ分野に参入した追随・ライバル会社であるアメリカン・イーグル社を、商品と販売方法

を模倣していると訴えています。１つの企業が大成長するためには、マーケットの中でエアポケットを見抜きビジネ

ス化すると同時に、敵の参入障壁を高くしなければなりません。 

１つの分野のライフスタイルを確立し、独占マーケットを維持するためには、「自らが常に進化・深化するか!!」「敵

の参入障壁を高くするか!!」の２つの手法を取らなければなりません。 

蛇足ながら、オールドネイビーはリーズナブル・カジュアル・ファッション分野を確立し大発展しましたが、現在

はオールドネイビーよりビジネスモデルの精度が高い敵の参入を許し、ユニクロやＨ＆Ｍ、さらには、よりロープラ

イスの業態であるターゲットやウォルマートに押され苦戦しています。 
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